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生
活
実
態
か
ら
ま
な
ざ
す「
殖
民
地
」北
海
道
の
教
育
史

第
二
類
尋
常
小
学
校
、
簡
易
教
育
所
、
特
別
教
授
場…

…

。
近

代
の
北
海
道
で
は
「
殖
民
地
」
特
有
の
地
方
制
度
の
も
と
で
、
独

自
の
教
育
施
設
が
設
け
ら
れ
た
。
地
域
の
生
活
実
態
と
の
か
か
わ

り
に
着
目
し
な
が
ら
そ
の
成
り
立
ち
と
変
遷
を
追
っ
た
本
書
は
、

一
九
〇
〇
年
の
小
学
校
令
改
正
に
よ
り
初
等
教
育
機
関
が
尋
常

小
学
校
に
統
一
さ
れ
て
単
線
化
さ
れ
た
と
い
う
通
説
的
理
解
を
覆

し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
教
育
や
台
湾
・
朝
鮮

で
行
わ
れ
た
教
育
に
も
共
通
す
る
、〝
簡
易
〞〝
実
用
〞
を
旨
と
す

る
学
校
種
別
が
た
ぶ
ん
に
場
当
た
り
的
に
、
相
互
に
微
妙
な
格

差
を
は
ら
み
な
が
ら
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

移
住
民
は
地
域
社
会
の
協
同
性
を
形
づ
く
る
核
と
し
て
学
校

を
求
め
た
が
、
道
庁
は
開
拓
政
策
と
資
本
の
利
益
を
優
先
し
て

学
校
教
育
を
後
に
回
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
創
設
当
初

の
校
舎
は
藁
屋
造
の
平
屋
も
少
な
く
な
く
、
と
り
わ
け
散
居
型
の

農
村
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
雪
の
な
か
や
雨
の
な
か
、
野
生
動
物

と
遭
遇
す
る
不
安
を
抱
え
な
が
ら
長
い
道
の
り
を
通
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

戦
争
中
に
は
朝
鮮
人
労
働
者
、
戦
後
食
料
難
の
時
代
に
は
樺

太
、
千
島
、
国
後
島
、「
満
洲
国
」
な
ど
か
ら
の
引
揚
者
を
受
け
入

れ
る
な
か
で
、
学
校
の
か
た
ち
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

徹
底
し
て
ロ
ー
カ
ル
な
世
界
に
視
座
を
据
え
る
こ
と
に
よ
り
、

異
文
化
・
異
民
族
・
異
言
語
が
混
在
し
葛
藤
す
る
状
況
を
浮
き

彫
り
に
し
た
本
書
は
、
既
存
の
教
育
史
学
の
み
な
ら
ず
、
日
本
史

学
一
般
、
さ
ら
に
は
「
殖
民
地
」
研
究
へ
の
重
大
な
問
い
か
け
と

な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　　（
こ
ま
ご
め
・
た
け
し
　
京
都
大
学
）

駒込 武推薦します 開
拓
政
策
に
よ
り
移
住
す
る
人
び
と
が
急
増
し
た

北
海
道
で
は
、行
政
に
よ
って
移
住
民
に
対
し
て
府
県

と
は
異
な
る
教
育
政
策
が
展
開
さ
れ
た
。

過
酷
な
環
境
下
で
地
域
社
会
を
築
く
移
住
民
の
生
活

実
態
と
、相
克
す
る
開
拓
政
策
・「
簡
易
」「
実
用
」的

な
教
育
制
度
と
学
校
の
か
た
ち
と
は
。

近
代
北
海
道
の
教
育
史
を
移
住
民
た
ち
が
営
ん
だ
生
活
の
視
点
か
ら
捉
え
な
お
す
│

北
海
道
移
住
民

北
海
道
移
住
民

と
学
校
学
校
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目次北海道移住民と学校 教育をめぐる開拓政策と地域社会◉

１
　
芽
室
村
の
初
等
教
育
機
関
の
設
立
状
況
／
２
　
斜
里
村
の
初
等
教
育
機

関
の
設
立
状
況

第
３
節 

教
育
勅
語
謄
本
と
御
真
影
か
ら
み
る
教
育
機
関
の
格
差
構
造

１
　
御
真
影
奉
置
所
／
２
　
教
育
勅
語
謄
本
お
よ
び
御
真
影
下
付
の
実
態
／

３
　
支
庁
長
市
長
会
議
に
お
け
る
北
海
道
庁
の「
指
示
」

第
７
章 

北
海
道
庁
に
よ
る「
許
可
移
民
」制
度
の
導
入
・
展
開
と「
愛
郷
心
」の
涵
養
策

第
１
節 

郷
土
教
育
と
開
拓
政
策
│
│『
北
海
道
小
学
郷
土
読
本
』の
内
容
を
と
お
し
て

１
　
郷
土
読
本
に
つ
い
て
／
２
　『
北
海
道
小
学
郷
土
読
本
』の
編
集
方
針

第
２
節 

郷
土
読
本
の
内
容
と
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
た
も
の

１
　「
寂
し
く
な
い
」／
２
　
北
海
道
の「
愛
郷
心
」

第
３
節 

「
許
可
移
民
」と
学
校

１
　「
第
二
期
拓
殖
計
画
」下
の「
許
可
移
民
」／
２
　
初
等
教
育
機
関
の
設

置
維
持

第
４
節 

標
茶
村
の
阿
歴
内
お
よ
び
虹
別
の
実
態

１
　
阿
歴
内
／
２
　
虹
別

第
８
章 

一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
北
海
道
の
教
育

第
１
節 

「
国
民
学
校
令
」と「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」

第
２
節 

農
業
・
牧
畜
業
に
お
け
る
教
育
の
実
態（
１
）

１
　
単
級
学
校
へ
の
ま
な
ざ
し
／
２
　
単
級
学
校
の
実
態

第
３
節 

農
業
・
牧
畜
業
に
お
け
る
教
育
の
実
態（
２
）

第
４
節 

石
炭
鉱
業
地
に
お
け
る
教
育
の
実
態

１
　
炭
山
・
鉱
山
地
の
錬
成
／
２
　
朝
鮮
人
労
働
者
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育

第
９
章 

引
揚
者
と
学
校
（
１
）│
│
都
市
部
の
引
揚
児
童
に
着
目
し
て

第
１
節 
日
本
政
府
お
よ
び
北
海
道
庁
の
対
応

１
　
政
府
の
対
応
／
２
　
道
庁
の
対
応

第
２
節 

引
揚
児
童
の
生
活
環
境

１
　
住
環
境
／
２
　
引
揚
児
童
の
労
働
と
授
業
の
長
期
欠
席

第
３
節 

学
校
の
設
立

第
10
章 

引
揚
者
と
学
校
（
２
）

│
│
農
業
お
よ
び
漁
業
地
に
お
け
る
学
校
設
置
と
地
域
形
成

第
１
節 

引
揚
者
の
職
業
状
況
と
教
育
規
程

第
２
節 

枝
幸
郡
枝
幸
町
山
臼
地
域
│
│
樺
太
引
揚
者
に
よ
る
学
校
設
置

１
　
徳
志
別
小
学
校
山
臼
分
校
の
設
置
／
２
　
山
臼
小
学
校
と
地
域
社
会
の

形
成

第
３
節 

奥
尻
町
湯
浜
神
威
脇
地
域
│
│
国
後
島
引
揚
者
に
よ
る
学
校
設
置

１
　
奥
尻
国
民
学
校
神
威
脇
分
教
場
の
設
置
／
２
　
神
威
脇
小
学
校
と
地
域

第
４
節 

標
茶
町
上
多
和
地
域
│
│
満
洲
国
引
揚
者
に
よ
る
学
校
設
置

１
　
標
茶
小
学
校
弥
栄
分
校
の
設
置
／
２
　
弥
栄
小
学
校
と
地
域

結　

章 

本
書
の
ま
と
め

第
１
節 

総
括

第
２
節 

残
さ
れ
た
課
題

あ
と
が
き

序　

章 

本
書
の
課
題
と
構
成

第
１
節 

問
題
関
心
と
本
書
の
対
象

第
２
節 

先
行
研
究
と
本
書
の
位
置

第
３
節 

本
書
の
課
題
と
視
座
・
方
法

第
１
章 

北
海
道
庁
設
置
直
後
の
教
育
政
策
と
地
域
の
実
態

第
１
節 

北
海
道
庁
に
よ
る「
開
拓
」政
策
の
転
換
と
小
学
校

１
　
北
海
道
庁
の
教
育
方
針
／
２
　
北
海
道
庁
の
教
育
規
程
・
教
則

第
２
節 

小
学
簡
易
科
設
置
の
実
態

１
　
小
学
簡
易
科
の
設
置
と
維
持
・
運
営
／
２
　
小
学
簡
易
科
の
社
会
的
機

能

第
３
節 

尋
常
高
等
小
学
校
設
置
の
実
態

１
　
尋
常
科
お
よ
び
高
等
科
設
置
の
過
程
／
２
　
尋
常
高
等
小
学
校
設
置
の

実
態

第
２
章 

一
八
九
五
年
制
定
の
北
海
道
の
初
等
教
育
規
程
と
子
ど
も
の
通
学
空
間

第
１
節 

一
八
九
〇
年
代
に
お
け
る「
開
拓
」政
策
の
展
開

第
２
節 

教
育
に
関
す
る
諸
規
程

１
　「
市
制
町
村
制
ヲ
施
行
セ
サ
ル
地
方
ノ
小
学
教
育
規
程
」の
実
施
／
２

　「
修
業
年
限
指
定
標
準
」と「
小
学
校
設
備
心
得
」

第
３
節 

子
ど
も
の
生
活
・
通
学
空
間

第
４
節 

地
域
の
実
態

１
　
浜
益
郡
茂
生
村
の
教
育
費
負
担
／
２
　
黄
金
小
学
校
の
設
置

第
３
章 

野
幌
移
住
民
の
小
学
校
設
立
過
程

第
１
節 

渡
道
す
る
ま
で

１
　
移
住
民
の
勧
誘
／
２
　
移
住
の
決
意

第
２
節 

瑞
雲
寺
と「
教
育
場
」の
設
置

第
３
節 

尋
常
小
学
校
の
設
立
過
程

第
４
章 

「
簡
易
教
育
規
程
」
制
定
・
施
行
の
背
景
と
地
域
の
実
態

第
１
節 

「
簡
易
教
育
規
程
」の
制
定
・
施
行
と
就
学
率

１
　「
簡
易
教
育
規
程
」と
は
／
２
　「
簡
易
教
育
規
程
」と
就
学
率
の
推
移

第
２
節 

「
簡
易
教
育
規
程
」の
改
正
と
簡
易
教
育
所
の
設
置

１
　「
簡
易
教
育
規
程
」の
改
正
／
２
　
簡
易
教
育
所
設
置
の
条
件

第
３
節 

簡
易
教
育
所
の
実
態

１
　
網
走
郡
美
幌
村
外
五
箇
村
／
２
　
空
知
郡
富
良
野
村
／
３
　
浜
益
郡
浜

益
村
黄
金
村
組
合

第
５
章 

産
業
構
造
転
換
期
の
初
等
教
育
機
関
（
１
）

│
│
鉄
鋼
業
地
域
お
よ
び
石
炭
鉱
業
地
域

第
１
節 

北
海
道
鉱
工
業
の
概
況
と
初
等
教
育
機
関

第
２
節 

鉄
鋼
業
地
域

１
　
室
蘭
の
初
等
教
育
機
関
の
設
立
状
況
／
２
　
教
育
財
政

第
３
節 

石
炭
鉱
業
地
域

１
　
歌
志
内
の
初
等
教
育
機
関
の
設
立
状
況
／
２
　
初
等
教
育
機
関
の
実
態

／
３
　
教
育
財
政

第
６
章 

産
業
構
造
転
換
期
の
初
等
教
育
機
関
（
２
）

│
│
農
業
地
の
実
態
と
教
育
機
関
の
格
差
構
造

第
１
節 

北
海
道
農
業
の
概
況
と
初
等
教
育
機
関

第
２
節 

農
業
地

北
海
道
に
お
け
る「
開
拓
」の
拡
大
・

移
住
者
召
募
の
展
開
と
教
育
│
│「
簡
易
」制
度
の
拡
が
り

（
一
八
八
〇
年
代
後
半
〜
一
九
一
〇
年
前
後
）

第
Ⅰ
部

戦
時
下
お
よ
び
敗
戦
直
後
の
北
海
道
に
お
け
る

移
住
民
・
引
揚
者
に
と
っ
て
の
学
校

（
一
九
三
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
）

第
Ⅲ
部

北
海
道
に
お
け
る
産
業
構
造
の
転
換
と
初
等
教
育

（
一
九
一
〇
年
前
後
〜
一
九
三
〇
年
代
）

第
Ⅱ
部

坂
本
紀
子
（
さ
か
も
と
・
の
り
こ
）

一
九
九
八
年 

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期

退
学

二
〇
〇
一
年 

博
士（
文
学
）

北
海
道
教
育
大
学
教
授
を
経
て
、現
在
、聖
徳
大
学
教
授
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